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非感染性慢性前部ぶどう膜炎（CAU）の小児患者において、従来の治療法で効果

が得られなかった場合の代替生物学的療法（ABT）の有効性が検討されました。

従来の治療法としては、メトトレキサート（MTX）がステロイドを減量するた

めの薬剤に推奨され、その効果が不十分な場合にはインフリキシマブ（IFX）や

アダリムマブ（ADA）などの従来の TNF-α阻害剤（cTNFi）が使用されます。し

かし、CAUの 25%から 40%はMTXまたは cTNFiに反応しないため、ABTの適

用が検討されています。 

本研究で対象となったCAU患者のうち、75%が若年性特発性関節炎(JIA)でした。

治療成功例として、15人が MTX単剤療法、28人が cTNFi療法、そして 9人が

ABT 療法（アバタセプト、トシリズマブ、ゴリムマブ）で症状がコントロール

されました。ABT治療群では、対照群（MTXや cTNFiで治療された患者）に比

べ、ABT導入前の眼合併症が多かったものの、治療後に CAUがコントロールさ

れ、外用グルココルチコイドが減量され、新たな眼合併症が現れないようでし

た。 

この研究から、従来の治療法が効果不足だった小児 CAU患者において、代替生

物学的製剤（アバタセプト、ゴリムマブ、トシリズマブ）が有効であることが示

唆され、今後、より大規模な研究が必要とされています。 
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